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見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
百
二
十
七
） 

 

第
五
章
：
二
つ
の
こ
よ
み(

西
暦
と
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦)

（
十
三
） 

 

百
二
十
七 

イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
イ
ト
進
攻
と
湾
岸
戦
争(

四―

五)
 

 

状
況
を
見
誤
っ
た
の
は
フ
セ
イ
ン
大
統
領
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
彼
は
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
イ
ト
に
進
攻
し

て
も
ア
ラ
ブ
や
欧
米
諸
国
が
強
硬
手
段
を
と
ら
な
い
と
踏
ん
だ
。
こ
う
し
て
１
９
９
０
年
八
月
未
明
、
フ

セ
イ
ン
は
国
境
に
配
備
し
た
部
隊
に
ク
ウ
ェ
イ
ト
進
攻
を
命
じ
た
。
寝
耳
に
水
で
慌
て
ふ
た
め
い
た
の
は

ク
ウ
ェ
イ
ト
の
支
配
者
サ
バ
ー
ハ
家
で
あ
る
。
寝
込
み
を
襲
わ
れ
た
首
長
を
始
め
と
す
る
王
家
一
族
は
命

か
ら
が
ら
国
境
の
南
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
逃
げ
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
ク
ウ
ェ
イ
ト
国
内
で
は
戦
闘
ら
し

い
戦
闘
も
な
く
、
わ
ず
か
半
日
で
イ
ラ
ク
軍
に
制
圧
さ
れ
た
。
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
イ
ト
占
領
は
翌
年
一
月

の
湾
岸
戦
争
ま
で
約
半
年
間
続
く
。
こ
の
間
、
日
本
人
を
含
む
ク
ウ
ェ
イ
ト
在
住
の
外
国
人
は
イ
ラ
ク
に

拉
致
さ
れ
「
人
間
の
盾
」
と
さ
れ
る
災
難
に
遭
う
の
で
あ
る
。 

 

イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
イ
ト
進
攻
が
国
際
社
会
の
誤
算
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
後
国
際
社
会
が
一
致
し

て
ク
ウ
ェ
イ
ト
解
放
を
唱
え
た
こ
と
は
フ
セ
イ
ン
の
思
わ
ぬ
誤
算
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
フ
セ
イ
ン
は
ク

ウ
ェ
イ
ト
が
も
と
も
と
イ
ラ
ク
南
部
バ
ス
ラ
州
の
一
部
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
が
、
戦
後
半
世
紀
が
経
ち

世
界
各
地
に
生
ま
れ
た
国
民
国
家
を
尊
重
す
る
国
際
社
会
の
中
に
あ
っ
て
は
力
ず
く
の
領
土
併
合
は
到

底
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
１
１
月
に
は
国
連
安
保
理
で
武
力
行
使
を
容
認
す
る
決
議
が
採
択
さ

れ
た
。
米
国
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
が
編
成
さ
れ
、
ア
ラ
ブ
諸
国
か
ら
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
湾
岸
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君
主
制
国
家
や
イ
ラ
ク
と
同
じ
バ
ー
ス
党
が
支
配
す
る
シ
リ
ア
も
連
合
軍
に
加
わ
っ
た
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
巧
妙
な
戦
略
で
全

世
界
を
味
方
に
引
き
込
ん
だ
イ
ラ
ク
が
、
今
度
は
全
世
界
を
敵
に
回
し
た
の
で
あ
る
。 
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